
　複雑理工学専攻の博士課程を経

て、2008年4月から出光興産株式会

社の研究員として勤務しています。出

光というと石油類の精製・販売のイ

メージが強いかもしれませんが、電子

材料やアグリバイオ分野の研究開発

についても積極的に行っています。現

在、私は有機ELディスプレイなど次世

代ディスプレイ向けの半導体材料の

研究開発を行っています。テーマリーダーとして、一段上の視点か

ら周囲の力を結集し、成果を出すことが求められています。テーマ

のメンバーは、物理系、化学系、電子工学系など様々な専門性を

持った研究員で構成されています。新領域創成科学研究科で自

分の専門以外の分野に触れたことは、異なる専門性を持つ研究

員とコミュニケーションを取る上でプラスに働いていると思います。

　有機ELテレビは、液晶テレビに比べて画質に優れ、より薄く出来

ることから、パネルメーカー各社で開発が進められています。2013

年に入り、55インチの有機ELテレビが実用化され、今後のマーケッ

ト拡大が期待されています。ディスプレイの画像は、全面に並んだ

薄膜トランジスタ（TFT）で制御されます。TFTに用いられる半導体

材料には、電子の速さの指標となる移動度が高いことが要求され

ます。ディスプレイの性能を左右する電子材料の分野では、日本の

材料メーカーが世界トップの技術水準を保っています。我々が開発

した半導体材料をパネルメーカーに提案し、パネルメーカーの製造

装置で実用性試験を行います。思い通りに結果が出ないことはあ

りますが、開発した新材料が一歩ずつ実用化に近づいていることを

実感することができ、充実した日々 を送っています。

　国内外の学会や学術雑誌で研究成果を発表する機会にも恵

まれました。研究成果が日本経済新聞等で紹介され、開発した材

料に対する産業界からの期待を感じました。技術シーズの早期

事業化を図るためには、社内外の方 と々の連携をさらに強化してい

く必要があります。大学院課程では学融合の理念の下で5年間

研究を行いましたが、そこで培った分野横断的な視点を活かして、

新分野を開拓していきたいと思います。

　環境学専攻と米国Yale大学大学院にて学んだ後、

2004年より（財）地球環境戦略研究機関に勤務しており、

現在はJICA専門家としてインドネシアに駐在しています。

ASEAN諸国を中心に、その中でもインドネシアの気候変

動・環境政策に係る調査や国際協力業務に従事してきまし

たが、大学院で日本国内の環境政策・政策過程を研究して

いたこと（継続中）が業務実施上の財産となっています。

　インドネシアは、土地利用変化及び林業分野を含めた場

合には世界有数の温室効果ガス排出国で（年によっては世

界第3位との統計も）あり、政府が気候変動対策の国家目

標を明確に定め政策を積極的に推進しています。これを受

け国際・援助機関も積極的な支援を実施するなど、先進的

な気候変動協力が行われています。

　現在、インドネシア国家気候変動評議会を協力相手とす

るJICAの気候変動分野の技術協力プロジェクトの運営を

担当しています。具体的には、二国間クレジット制度のイン

ドネシア側の体制整備・実施支援、気候政策立案強化に向

けた調査実施支援、気候変動の普及啓発・教育活動など多

様な協力事業を進めています。気候変動分野自体やインド

ネシア業務の特性から、日本側の立場を踏まえつつも先方

のニーズを的確に把握した上で柔軟に対応し協力を進める

ことが重要となります。これまで培ってきた専門性や現地

政府・学術・民間関係者とのネットワークなどをさらに広げつ

つ、今後一層、インドネシアなどアジア諸国と日本との間の

環境協力の推進と現地の低炭素・低公害社会構築に向け

た貢献ができればと考えています。

　また、気候変動協力の現場にご関心のある方の当プロ

ジェクト訪問も歓迎いたします。

血 液は多種多様な細胞から構成されていますが、私

はそんな血液細胞が織り成す世界に興味をもち、

大学院では NK 細胞を、卒業後は血液細胞分化や腫瘍免

疫を対象として研究を続けてきました。

　すべての血液細胞は造血幹細胞にルーツをもちます。医

学書の巻頭などに載っている「血液細胞の分化系譜図」を

ご覧になったことがある方もいらっしゃるかもしれません。

従来の系譜図は、実は、形や機能が似ているものは近縁

であろうという推測を基に描かれたものでした。しかし、そ

の系譜図はいつしか「常識」となっていました。私自身も何

の疑念も持たず、その系譜図を眺めていたように思います。

　学位取得後、私は血液細胞分化研究の最先端を走って

いた理化学研究所（現京都大学）の河本宏先生、桂義元

先生のもとで、この常識に挑戦する研究をさせていただく

チャンスをいただきました。両先生は、従来の系譜図の基

本概念に誤りがあることに気づいており、ミエロイド基本型

モデルという新概念を提唱していましたが、当時の技術では

それを証明する解析を行うことが

困難でした。そこで私に課せられ

た使命は、新しい解析手法を確

立し、T 前駆細胞が B 細胞への

分化能を失った後もミエロイド系

細胞への分化能を有するのかに

ついて解析することでした。

　両先生が常 お々っしゃっていた

ことの一つに、「新しい発見をするにはこれまでにない解析

手法の開発が必要である」ということがあります。上記の

新概念を証明するには、１細胞レベルでの分化能検出法と

いうまさに新しい解析法の開発が必要でした。なかなか良

い条件を見出せず悩んだ時期もありましたが、紆余曲折の

結果私がたどりついた「新しい解析法」は、誰も思いつか

なかったような斬新な手法ではなく、地道な条件検討の末

に導き出した一見ごく普通の方法でした。新手法開発には、

その大変さゆえに皆が敬遠してきた実験や条件検討を丹

念に積み上げる努力が必要であるということを身をもって学

びました。実際、たった一つの最適実験条件を見出すため

に、厚さ３センチの実験ノートが７〜８冊に及んだことを覚え

ています。一方で、そのような地道な実験の中でも感激す

ることはとても多くありました。たった 1つの造血幹細胞が

生体内ではもとより培養皿の中でさえも多種多様な細胞を

生じる様子はそれだけで感動的です。また血液細胞分化

という現象の裏側に生物進化の壮大なドラマを垣間見た気

がし、それもまた心動かされるものがありました。

 自ら開発した新しい解析法のもとに得られた実験事実は、

従来の分化系譜図では説明がつかず、新概念が真である

ということを強く支持するものでした。自分自身が携わった

発見を世界に向けて発信することができたこと、また最近、

高校生物の資料集に新しい分化系譜図が採用されている

ということを知り、教科書を書き換えるような成果を挙げら

れたことをとても嬉しく思ってい

ます。また、そのような研究を

成し遂げるための基礎基本を

叩き込んでくださった先端生命

科学専攻医薬デザイン工学分

野の恩師である山本一夫先生、

松本直樹先生、小浪悠紀子先

生には深く感謝しております。

　今、生命科学界は驚きと興奮、感動に満ち溢れた時代

にあると思います。私の目標は、基礎研究で得られた研究

成果を実際の医療に応用し還元することです。この時代に

生命科学界に身を置ける幸運をかみしめつつ、驚き、興奮、

感動に加え、さまざまな病気で苦しんでいる方 に々「よろこび」

を運ぶような治療法を開発できるよう、ますますがんばって

ゆきたいと思っています。
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フロントランナーの

血液細胞が織り成す世界
〜血液細胞の真の分化経路を追う〜

2004年3月先端生命科学専攻博士課程修了（博士（生命科学））
現職：北海道大学 遺伝子病制御研究所 講師和田はるか

http://www.igm.hokudai.ac.jp/Immunobiology-Web/Home.html

江端 一晃
複雑理工学専攻2008年3月博士課程修了
現職：出光興産株式会社 先進技術研究所

テーマリーダー

新材料の実用化を目指して

http://www.idemitsu.co.jp/rd/laboratory/itr/index.html

シリコンウェハー基板上に作製
した薄膜トランジスタ。テレビで
はガラス基板上に作製します。
提供：出光興産株式会社

インドネシアの気候変動協力

市原 純
環境学専攻国際環境協力コース（現国際協力学専攻）
2006年3月博士課程修了
現職： （独）国際協力機 構（JICA）、インドネシア共和

国・気候変動政策推進のためのナショナルフォー
カルポイント能力開発プロジェクト、JICA専門家・
チーフアドバイザー

1つの胸腺前駆細胞から多種多様な細胞が生じる

プロジェクトの運営委員会後日本とインドネシア側の関係者と
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